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ボーリング柱状図
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チャート
(Cht)

暗
茶

褐
灰

密
な

上部0.5cmまで粘性土主体
下部礫質地盤

上部45cm風化土が進む
全体に網状亀裂が発達し、粘土化
している
風化は-4.5mまで進行する
粘板岩の強風化帯コアは軟岩化
コアは柱状で採取されるが
岩の強度は相当軟らかい
風化岩芯まで至る
4.6mから幾分岩質良好になる
全体的には軟岩に相当する
-4.5m～6.0mの間風化し、軟岩
チャートの強風化状態で亀裂多発
粘土化物徒もなう
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